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まとめ: 

• 核融合研究開発は次世代のエネルギーの発電を目指している.

• 現在、科学的・技術的実現性の確立を目標に、ITERやJT60-SAを

はじめとして、研究・技術開発が進められている.

• 磁場閉じ込めとして、トカマク方式による研究が盛んである.

• トカマク方式は、強いトロイダル磁場とプラズマ電流によって、

ねじれた磁場のかごを作り、プラズマを閉じ込める.

★トロイダル磁場コイルが作る磁場の静的解析にチャレンジ!!
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